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Prominent IgM Deposition in Glomerulus is Associated with Severe 
Proteinuria and Reduced after Combined Treatment of Tonsillectomy 
with Steroid Pulse Therapy in Patients with IgA Nephropathy 
（糸球体への高度 IgM 沈着を認める IgA 腎症患者は高度蛋白尿と関連が
あり扁桃摘出後ステロイドパルス療法で改善が認められる） 
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【背景】IgA 腎症における IgM 沈着の意味は明確ではない．また他の疾
患が否定された上で IgMが 2+以上で糸球体に沈着し，ネフローゼ症候群
に関連があると考えられている IgM腎症という疾患がある．私たちは IgM
が 2+以上で沈着している高度陽性 IgA 腎症群とそれ未満の沈着である
IgA腎症群の腎生検時と扁摘パルス療法 1年後の臨床データを比較検討し
た． 
【方法】扁摘パルス療法を施行した IgA 腎症患者 73 人を対象に 2＋から
3＋で IgM の沈着を認めた群を Prominet IgM-positive 群(P 群)，－から
＋で沈着を認めた群を the others群(O 群)と定義し，後向きコホート研究
を行った．傾向スコアを用いて 11 人の P 群と 62 人の O 群のうちマッチ
させた 11人を matched Other群(mO群)として選択し比較した． 
【結果】腎生検時に P群は O，mO群と比較して試験紙法で蛋白尿が多く
(P群 vs. O群, p = 0.018)(vs. mO群, p = 0.009)，治療後には同程度まで
改善を認めており，P群の治療前後の蛋白尿減少量は他の群と比較して有
意差をもって優れていた(P群 vs. O群，p =0.007)(vs. mO群，p = 0.021)．
両群の血清 Cr 値，組織学的重症度に有意差は認めなかった． 
【結論】高度 IgM 陽性 IgA 腎症は高度蛋白尿と関係しているが扁摘パル
ス療法でその他の IgA 腎症患者と同程度まで蛋白尿が改善されることを
明らかにした．IgA 腎症において蛋白尿の程度が腎予後影響するというこ
とは既知の事実であるため，高度 IgM 陽性 IgA 腎症患者には積極的な扁
摘パルス療法を行うことで腎予後の悪化を予防することが示唆される． 
